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自
然
災
害
と
民
俗

　
富
士
宮
市
域
は
、
西
部
に
天
子
山
地
、
北
東
部
に
富
士
山
が
そ
び
え
、
そ
の

間
を
潤
井
川
や
芝
川
な
ど
の
河
川
が
流
れ
る
一
方
、
南
端
に
は
羽は

鮒ぶ
な
・
星ほ
し
山や
ま
丘

陵
と
蒲か
ん
原ば
ら
丘
陵
が
展
開
し
、
そ
れ
ら
の
丘
陵
の
間
を
富
士
川
が
分
断
す
る
地
形

と
な
っ
て
い
る
。

　

自
然
環
境
が
豊
か
な
市
域
で
は
、
そ
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
も

被
っ
て
き
た
。
そ
の
一
つ
が
、
富
士
山
麓
で
起
こ
る
雪ゆ
き
代し
ろ
災
害
で
あ
る
。
富
士

山
に
は
多
く
の
浸
食
谷
が
放
射
状
に
刻
ま
れ
、
山
梨
県
側
も
含
め
て
「
八
百
八

沢
」
と
通
称
さ
れ
て
い
る
。
特
に
大
沢
崩
れ
と
呼
ば
れ
る
沢
は
最
大
級
で
、
現

在
で
も
崩
落
が
進
行
し
国
土
交
通
省
に
よ
る
砂
防
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る

（
富
士
宮
市　
二
〇
二
三
）。

　
大
沢
に
は
普
段
水
が
流
れ
て
い
な
い
が
、
融
雪
期
、
低
気
圧
の
通
過
に
よ
る

豪
雨
と
気
温
上
昇
が
富
士
山
に
急
激
な
雪
解
け
を
も
た
ら
す
と
、
火
山
性
の
土ど

砂し
ゃ
礫れ
き
が
混
じ
っ
た
土
石
流
が
起
こ
る
。
こ
れ
を
雪
代
と
い
い
、
毎
年
の
よ
う
に

雪
代
が
起
こ
る
山
梨
県
で
は
雪ゆ
き
代し
ろ
堀ぼ
り
と
い
う
空
堀
を
人
工
的
に
掘
っ
て
備
え
て

い
る
。
雪
代
が
頻
発
す
る
北
麓
に
比
べ
て
、
市
域
の
あ
る
西
麓
か
ら
南
麓
に
か

け
て
の
被
害
は
少
な
い
が
、
天て
ん
保ぽ
う
五
年
（
一
八
三
四
）
の
午う
ま
年
に
発
生
し
た
雪

代
は
「
天
保
の
午
流
れ
」
と
呼
ば
れ
、
大
沢
が
流
れ
込
む
潤
井
川
流
域
か
ら
河

口
の
田
子
の
浦
ま
で
被
害
が
及
ん
だ
。「
富ふ

士じ

山さ
ん

焼や
き

砂す
な

押お
し

流な
が
れ

荒あ
れ

地ち

絵え

図ず

」
に
は

流
域
に
土
砂
が
堆
積
し
、
多
く
の
村
々
に
被
害
が
及
ん
だ
こ
と
が
読
み
取
れ
る

（
静
岡
県　
一
九
九
六
）。

　
雪
代
が
流
れ
て
く
る
潤
井
川
流
域
に
は
、
融
雪
時
以
外
に
も
豪
雨
に
よ
る
土

砂
が
大
沢
崩
れ
か
ら
流
れ
込
む
。
大
量
の
土
砂
は
潤
井
川
の
川
床
を
上
げ
、
田

子
の
浦
港
に
も
堆
積
し
た
。
大
沢
（
無む

間げ
ん
沢
）
は
「
大
河
原
」
あ
る
い
は
「
押お
し

出だ
し
河
原
」
と
も
い
い
、
潤
井
川
の
源
は
通
常
は
水
量
が
少
な
い
こ
と
か
ら
「
飢き

渇か
つ
川
」
と
呼
ば
れ
た
（
白
糸
村　
一
九
二
〇
）。
ま
た
、
潤
井
川
に
は
足
取
川・

風か
ざ
祭ま
つ
り

川
・
弓
沢
川
・
凡ぼ
ん
夫ぷ

川
・
伝で
ん
法ぽ
う
沢ざ
わ
川
な
ど
多
く
の
支
流
が
流
れ
込
み
、
雪

代
や
洪
水
に
よ
る
氾
濫
を
繰
り
返
し
流
域
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
き

た
。
大お
お

石い
し

原が
は
ら

・
重お
も

須す

と
い
う
地
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
沢
と
鞍く
ら

骨ぼ
ね

沢
に
よ
っ
て

運
ば
れ
た
土
砂
が
堆
積
し
た
場
所
を
示
し
て
い
る
。
重
須
の
「
須
」
と
は
砂

の
こ
と
で
、
砂
が
重
な
り
あ
っ
て
形
成
さ
れ
た
土
地
の
こ
と
を
い
う
（
若
林　

二
〇
〇
二
）。

　
風
祭
川
も
通
常
は
少
量
の
流
水
で
あ
る
が
、
降
雨
の
際
に
は
広
範
囲
の
水
を

集
め
急
傾
斜
を
一
気
に
流
下
す
る
た
め
、
潤
井
川
同
様
暴
れ
川
と
い
わ
れ
た
。

青
木
・
外と

神が
み
の
南
端
、
淀よ
ど
師し

の
北
端
で
潤
井
川
と
合
流
し
、
淀
師
・
青
木
阿あ

原わ
ら

口ぐ
ち
・
大
中
里
・
野
中
な
ど
に
大
災
害
を
及
ぼ
し
て
き
た
と
い
う
。
明
治
四
一
年

（
一
九
〇
八
）
の
大
洪
水
で
は
、
堤
防
が
破
壊
さ
れ
て
農
地
が
流
失
、
潤
井
川

が
運
ん
で
き
た
土
石
が
一
面
に
堆
積
し
、
一
夜
に
し
て
美
田
が
河
原
と
化
し
た

（
淀
師
区　
二
〇
〇
〇
）。

　

た
び
た
び
繰
り
返
さ
れ
る
土
石
流
災
害
の
対
策
と
し
て
、
静
岡
県
は
昭
和

四
九
年
（
一
九
七
四
）
に
潤
井
川
の
洪
水
を
富
士
川
へ
と
放
流
す
る
星
山
放
水

路
を
整
備
し
、潤
井
川
の
洪
水
氾
濫
は
激
減
し
た（
写
真
１−

１
）。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
家
屋
一
万
五
〇
戸
、
田
畑
四
五
〇
〇
ha
の
被
害
が
防
止
で
き
る
と
想
定
さ

れ
て
い
た
（
富
士
宮
市　
二
〇
二
四
）。
現
在
で
も
こ
の
星
山
放
水
路
に
土
石

流
が
流
れ
て
く
る
際
に
は
、
大
石
が
ぶ
つ
か
り
合
う
恐
ろ
し
い
音
が
す
る
と
い

う
。
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大
宮
の
神
田
川
は
、

富
士
山
本
宮
浅
間
大

社
（
以
下
、浅
間
大
社
）

の
湧わ
く

玉た
ま

池
の
湧
水
を
源

に
し
て
潤
井
川
に
注
ぐ

河
川
で
あ
る
。
湧
玉
池

付
近
で
は
御み
た
ら
し
手
洗
川
と

呼
ば
れ
、
浅
間
大
社
に

参
拝
す
る
人
や
富
士
登

拝
の
道
者
の
禊み
そ

ぎ
の
場

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

市
街
地
の
最
も
低
い
所

を
流
れ
て
い
る
た
め
、

富
士
山
麓
に
大
雨
が
降

る
と
市
街
地
北
部
や
市

街
地
東
西
か
ら
の
雨
水

が
集
中
し
、
浅
間
大
社

か
ら
潤
井
川
に
か
け
て

の
低
地
が
浸
水
す
る
被

害
が
出
る
。

　
神
田
川
に
は
神
幸
橋
付
近
で
橋
谷
川
と
い
う
川
が
合
流
し
て
い
る
。
橋
谷
川

は
「
は
し
ゃ
が
わ
」
と
読
み
、「
乾
く
」
と
い
う
意
味
の
「
ハ
シ
ャ
グ
」
に
漢

字
を
あ
て
た
も
の
で
あ
る
。
普
段
は
水
量
が
少
な
い
涸か

れ
川
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
本
来
、
保
水
力
の
な
い
土
壌
に
流
れ
て
い
る
川
は
、
降
雨
に
よ
っ
て
急

激
に
増
水
す
る
と
、
あ
ふ
れ
て
洪
水
被
害
を
も
た
ら
す
。

　
ま
た
、
大
宮
の
弓
沢
町
に
欠か
け
畑ば
た
と
い
う
地
名
が
あ
る
。
浅
間
大
社
の
案あ
ん
主ず

富

士
氏
が
記
し
た
「
公
社
日
記
」
に
は
、
前
述
し
た
天
保
の
午
流
れ
に
よ
る
洪
水

で
欠
畑
沢
が
氾
濫
し
た
と
あ
る
（
宮
地　

一
九
二
九
）。『
な
つ
か
し
の
町
名

を
た
ず
ね
て
』
に
よ
れ
ば
、
欠
畑
は
古
い
地
名
で
、
駿
州
中な
か

道み
ち

往お
う

還か
ん

の
大
宮

町
の
入
口
に
あ
た
り
、
弓
沢
川
が
東
側
を
流
れ
、
深
い
崖
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
「
崖
の
畑
」
の
意
味
で
は
な
い
か
と
い
う
（
富
士
宮
市
教
育
委
員
会　

一
九
九
二
）。
富
士
山
の
土
石
流
が
、
欠
畑
の
よ
う
な
地
形
を
作
り
だ
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
大
宮
の
ま
ち
に
残
る
地
名
に
も
自
然
災
害
の
痕
跡

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

交
通
の
要
衝

　
交
通
網
の
発
達
も
富
士
宮
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
国

道
一
三
九
号
が
市
内
を
南
北
に
貫
い
て
お
り
、
市
民
生
活
に
お
け
る
主
要
道
路

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
道
は
、
国
道
一
号
の
富
士
市
富
士
東
Ｉ
Ｃ
交
差
点
を
起

点
に
東
京
都
西
多
摩
郡
奥
多
摩
町
深
山
橋
を
終
点
と
す
る
静
岡
県
・
山
梨
県
・

東
京
都
を
結
ぶ
幹
線
道
路
で
あ
り
、
富
士
宮
市
と
富
士
市
の
間
は
、
新
東
名
高

速
道
路
や
東
名
高
速
道
路
へ
と
分
か
れ
る
自
動
車
専
用
道
路
「
西
富
士
道
路
」

に
も
な
っ
て
い
る
（
図
１−

１
）。

　
同
じ
く
南
北
に
走
る
県
道
四
一
四
号
富
士
富
士
宮
線
は
、
国
道
一
三
九
号
の

富
士
市
伝
法
で
分
か
れ
、
富
士
宮
市
朝
霧
の
麓
で
再
び
国
道
一
三
九
号
に
合
流

す
る
道
路
で
あ
る
。
現
在
の
国
道
一
三
九
号
が
バ
イ
パ
ス
道
路
と
し
て
開
通
す

る
以
前
は
、
こ
の
道
が
国
道
一
三
九
号
だ
っ
た
時
期
が
あ
り
、「
大
月
線
」
ま

た
は「
大
月
街
道
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。こ
の
通
称
は
、昭
和
二
八
年（
一
九
五
三
）

に
国
道
一
三
九
号
が
開
通
し
た
当
時
、
静
岡
県
吉
原
市
（
現
富
士
市
）
と
山
梨

県
北き
た
都つ

留る

郡
大
月
町
（
現
大
月
市
）
を
結
ぶ
道
路
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
大

月
線
は
か
つ
て
の
甲
州
街
道
大
月
宿
を
終
点
と
し
て
お
り
、
そ
の
経
路
は
山
梨

県
の
郡ぐ
ん
内な
い
（
南
北
都
留
郡
）
を
た
ど
る
道
筋
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
、「
中な
か

道み
ち

往お
う

還か
ん

」
あ
る
い
は
「
甲
州
往
還
」
と
呼
ば
れ
る
旧
道

が
あ
る
。
東
海
道
吉
原
宿
（
富
士
市
）
か
ら
大
宮
を
通
り
、
上
井
出
・
人ひ
と
穴あ
な
・

写真 1-1　星山放水路
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図 1-1　市域の交通路の変遷（地理院地図 Vector を加工して作成）
　■大月線　　■中道往還（推定）　　■身延道（推定）
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根ね

原ば
ら
を
経
て
甲か

斐い

国の
く
に

に
入
り
、本も
と
栖す
・精し
ょ
う

進じ

か
ら
古ふ
る
関せ
き・下し
も
芦あ
し
川が
わ・右う

左ば

口ぐ
ち
峠
（
甲

府
市
右
左
口
町
）
を
越
え
て
甲
府
城
下
へ
と
至
る
道
で
あ
る
。
富
士
宮
市
域
で

は
、
前
述
の
大
月
線
と
ほ
ぼ
重
な
る
道
で
あ
り
、
古
く
か
ら
人
と
物
の
交
流
が

盛
ん
な
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
上
井
出
や
人
穴
か
ら
は
国
境
を

越
え
て
鳴な
る
沢さ
わ
村
大お
お
田だ

和わ

に
至
る
古
道
も
あ
っ
た
。
こ
の
道
は
、
甲
州
側
で
は
神こ
ん

野の

路う
じ
と
呼
ば
れ
、駿
州
側
で
は
郡
内
道
と
呼
ば
れ
た
。
江
戸
方
面
の
富
士
講
が
、

富
士
山
信
仰
の
拠
点
の
一
つ
人
穴
を
め
ざ
す
信
仰
の
道
で
も
あ
っ
た
（
髙
橋
・

松
本　
二
〇
二
〇
）。

　
国
道
五
二
号
も
静
岡
県
と
山
梨
県
を
結
ぶ
重
要
な
幹
線
道
路
で
あ
る
。
国
道

五
二
号
は
静
岡
市
清
水
区
興お
き
津つ

を
起
点
に
山
梨
県
甲
府
市
を
終
点
と
す
る
、「
身

延
道
」
あ
る
い
は
「
身
延
街
道
」
と
呼
ば
れ
た
道
で
あ
る
。
市
域
で
は
南
部
の

一
部
し
か
通
っ
て
い
な
い
が
、
か
つ
て
の
旧
道
は
東
海
道
か
ら
三
筋
に
分
か
れ

県
境
付
近
で
合
流
し
て
い
た
。
一
つ
は
興
津
か
ら
興
津
川
を
さ
か
の
ぼ
り
宍し
し
原は
ら

（
静
岡
市
清
水
区
）
に
出
て
万
沢
（
山
梨
県
南み
な
み
巨こ

摩ま

郡
南
部
町
）
に
出
る
コ
ー

ス
（
興
津
筋
）、
一
つ
は
由ゆ

比い

（
静
岡
市
清
水
区
）
か
ら
内う
つ

房ぶ
さ

の
大お
お
づ
も
り

晦
日
を
通

り
廻め
ぐ
り

沢さ
わ

に
出
て
か
ら
興
津
か
ら
の
コ
ー
ス
と
合
流
す
る
コ
ー
ス
（
芭ば

蕉し
ょ
う

天て
ん

神じ
ん

道
）、
も
う
一
つ
は
岩い
わ

淵ぶ
ち
（
富
士
市
）
か
ら
富
士
川
に
沿
っ
て
北
上
し
、
内
房

を
通
っ
て
万
沢
に
出
る
コ
ー
ス
（
岩
淵
筋
）
で
あ
る
（
小
杉　
一
九
九
七
）。

　
市
内
を
通
る
身
延
道
は
、
江
戸
時
代
に
富
士
川
を
利
用
し
た
舟
運
に
沿
っ
て

お
り
、
富
士
川
が
増
水
す
る
な
ど
し
た
と
き
の
陸
路
と
し
て
も
使
わ
れ
、
甲
州

か
ら
米
を
中
心
に
雑
穀
・
薪し
ん
炭た
ん
な
ど
が
、
駿
州
か
ら
塩
を
中
心
に
砂
糖
・
肥
料

な
ど
が
運
ば
れ
た
た
め
「
塩
の
道
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
富
士
川
舟
運
は
、

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
官
営
鉄
道
中
央
東
線
（
現
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
）
が

新
宿
・
甲
府
間
で
開
通
し
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
富
士
身
延
鉄
道
（
現

Ｊ
Ｒ
身
延
線
）
が
全
線
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
終し
ゅ
う

焉え
ん
を
迎
え
た
。
日
蓮
宗
総
本

山
の
あ
る
身
延
山
へ
の
参さ
ん
詣け
い
路
と
し
て
、
身
延
道
も
富
士
川
舟
運
も
利
用
さ
れ

た
が
、
山
梨
県
で
は
「
河か
わ
内う
ち
」
や
「
国く
に
中な
か
」
と
呼
ば
れ
る
甲
府
盆
地
に
通
じ
る

道
で
も
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
市
内
に
は
別
の
身
延
道
の
ル
ー
ト
も
あ
っ
た
。
貝か

い
原ば
ら
益え
き
軒け
ん
の
『
壬じ
ん
申し
ん

紀き

行こ
う
』
に
は
、
身
延
山
か
ら
の
帰
路
で
万
沢
か
ら
内
房
を
経
て
、
富
士
川
の
釜

が
渕
を
網
橋
で
渡
り
、
大
久
保
・
西
山
・
上
野
か
ら
大
宮
へ
と
出
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
身
延
山
参
詣
の
た
め
の
道
標
が
、
市
域
に
は
多
数
見
ら
れ
る
。

　
南
北
の
道
を
つ
な
ぐ
東
西
の
道
も
重
要
で
あ
る
。
国
道
四
六
九
号
は
、
御
殿

場
市
仁ひ
と
杉す
ぎ
交
差
点
を
起
点
と
し
、
山
梨
県
南
巨
摩
郡
南
部
町
新
万
沢
橋
北
詰
交

差
点
を
終
点
と
す
る
道
で
あ
る
。
こ
の
道
は
、
富
士
山
東
麓
か
ら
南
麓
を
経
て

西
麓
へ
と
通
じ
る
道
で
あ
り
、
富
士
山
の
須す

走ば
し
り

口
・
御
殿
場
口
・
須す

山や
ま
口
・
村

山
口
・
大
宮
口
（
表
口
）
の
各
登
山
道
を
つ
な
ぐ
道
で
も
あ
る
。
北
山
本ほ
ん

門も
ん

寺じ

、
大た
い
石せ
き
寺じ

を
経
て
、
精し
ょ
う

進じ
ん
川が
わ
、
上か
み
柚ゆ

野の

か
ら
桜
峠
を
越
え
、
上か
み
稲い
な
子こ

・
下し
も
稲い
な

子こ

へ
と
下
り
、
山
梨
県
境
の
万
沢
橋
で
国
道
五
二
号
に
至
る
。

　
な
お
、
大
宮
か
ら
上か
み
柚ゆ

野の

・
稲い
な
子こ

を
通
る
道
筋
は
身
延
山
参
詣
路
と
し
て
利

用
さ
れ
た
。
市
域
の
富
士
五
山
と
身
延
山
を
結
ぶ
信
仰
の
道
で
あ
る
（
第
二
編

第
二
章
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
現
在
で
も
富
士
宮
市
は
南
の
富
士
市
、
北
の
山
梨
県
に
境
を

接
し
て
経
済
的
に
も
歴
史
的
に
も
深
い
関
わ
り
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

現
在
に
至
る
民
俗
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

県
境
を
越
え
る
民
俗
文
化

  

小
正
月
に
は
、
市
域
の
各
地
で
ど
ん
ど
焼
き
（
ど
ん
ど
ん
焼
き
と
も
い
う
）

が
行
わ
れ
る
（
写
真
１−

２
）。
特
に
北
部
で
は
山
梨
県
の
小
正
月
に
よ
く
似

た
行
事
が
伴
っ
て
い
る
。
猪い

之の

頭か
し
ら

で
は
、一
月
七
日
の
マ
ツ
オ
サ
メ
（
松
納
め
）

に
ク
リ
の
木
を
一
二
本
藤ふ
じ
蔓つ
る
で
束
ね
、
そ
の
中
央
に
ハ
ナ
ノ
キ
を
挿
す
。
こ
れ

を
オ
ホ
ン
ダ
レ
さ
ん
と
い
い
、
ク
リ
の
木
を
使
う
の
は
繰
り
回
し
が
い
い
よ
う

に
、
と
い
う
意
味
だ
と
い
う
。
ハ
ナ
ノ
キ
と
は
削
り
花
の
こ
と
で
、
ハ
ナ
カ
キ

の
鉈な
た

で
木
の
枝
の
樹
皮
を
薄
く
削
い
で
花
の
よ
う
に
開
か
せ
た
も
の
で
あ
る
。
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ハ
ナ
ノ
キ
は
小
正
月
に
豊
作
を
祈
願
す
る
予
祝

の
造
り
物
と
し
て
市
内
各
地
で
製
作
さ
れ
て
い

た
も
の
だ
が
、
猪
之
頭
で
は
佐
野
光
明
氏
（
昭

和
三
一
年
生
）
が
継
承
し
て
い
る
（
写
真
１−

３
）。
ま
た
、
佐
野
家
で
は
繭ま
ゆ

玉だ
ま

を
ミ
ズ
ヒ
キ

の
木
の
枝
に
つ
け
て
座
敷
に
飾
り
、
そ
の
年
の

豊
か
な
収
穫
を
願
う
（
写
真
１−

４
）。
繭
玉
は

座
敷
だ
け
で
は
な
く
、
屋
内
外
の
神
仏
や
道ど
う

祖そ

神じ
ん

に
も
供
え
る
。
繭
玉
や
ハ
ナ
ノ
キ
作
り
な
ど

は
養よ
う

蚕さ
ん

が
盛
ん
で
あ
っ
た
山
梨
県
内
で
よ
く
見

ら
れ
る
が
、
現
在
市
域
で
は
数
少
な
い
行
事
と

な
っ
て
い
る
。

　
山
梨
県
と
の
交
流
は
、
生
産
・
生
業
の
中
で

も
行
わ
れ
て
い
た
。
根
原
の
吉
川
喜き

代よ

晴は
る
氏（
昭

和
一
五
年
生
）
の
母
親
は
長
塩
（
南
巨
摩
郡

身
延
町
北
川
）
の
出
身
で
、
大
正
一
四
、五
年

（
一
九
二
五
、六
）
ご
ろ
嫁
に
来
た
と
い
う
。
ま

た
、
長
塩
の
東
の
古
関
（
同
町
）
か
ら
北
上
す

る
と
市
川
大
門
（
西に
し

八や
つ

代し
ろ

郡
市い
ち

川か
わ

三み

郷さ
と

町
）
に

出
る
。
市
川
大
門
は
水
田
地
帯
で
、ノ
ウ
マ
（
農

馬
）
を
飼
っ
て
田
植
え
ま
で
の
作
業
や
養
蚕
用
の
桑
の
運
搬
に
使
っ
て
い
た
。

農
繁
期
の
作
業
が
終
わ
る
と
、
馬
に
米
一
俵
を
積
ん
で
飼
い
主
が
根
原
ま
で
連

れ
て
く
る
。
市
川
大
門
特
産
の
障
子
紙
を
手
土
産
に
し
て「
借
り
て
く
り
ょ
ー
」

と
言
っ
て
く
る
の
で
、
根
原
で
は
農
作
物
の
運
搬
用
に
使
っ
た
。
春
先
の
農
作

業
で
使
っ
た
ノ
ウ
マ
は
痩
せ
て
い
た
が
、
根
原
で
夏
の
間
草
原
の
草
を
た
っ
ぷ

り
餌
と
し
て
与
え
る
と
元
の
よ
う
に
肥
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
ま
た
飼
い
主
が

馬
を
連
れ
に
来
る
。
こ
れ
は
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
ご
ろ
ま
で
続
い
て
い

た
と
い
う
。

　
馬
の
貸
し
借
り
の
慣
行
は
、「
ト
オ
ッ
パ
ラ
（
遠
原
）
三
里
」
と
呼
ば
れ
た

朝
霧
高
原
の
茅か
や
を
秣ま
ぐ
さ（
馬
草
）
に
し
て
い
た
根
原
の
地
理
環
境
に
も
よ
る
。
富

士
山
麓
で
は
馬
力
や
荷に

鞍ぐ
ら
を
利
用
し
た
駄
賃
稼
ぎ
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
遠
原
の

茅
原
は
、
屋
根
茅
や
刈
敷
と
し
て
利
用
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
甲
府
盆
地
の

馬
の
飼
料
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
。
山
梨
県
と
の
往
来
は
日
常
的
に
行
わ
れ
、

喜
代
晴
氏
の
母
親
の
よ
う
に
婚
姻
先
と
し
て
富
士
宮
市
内
に
や
っ
て
く
る
女
性 写真 1-3　ハナノキ（猪之頭）

写真 1-2　2021 年のどんど焼き
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も
多
か
っ
た
。

　
女
性
た
ち
の
子
安
講
に
も
、
山
梨
県
と
の
深
い
関
わ
り
が
見
え
る
。
北
山
の

峯み
ね
組
の
子
安
講
は
、
か
つ
て
集
落
の
長
男
の
嫁
二
〇
人
く
ら
い
が
一
月
八
日
と

一
〇
月
一
七
日
の
年
二
回
、
当
番
の
家
に
集
ま
り
掛
軸
の
子
安
さ
ん
を
拝
ん
で

食
事
会
を
し
て
い
た
。
し
か
し
、
し
だ
い
に
講
員
が
減
っ
た
た
め
、
令
和
七

年
（
二
〇
二
五
）
一
月
五
日
を
も
っ
て
子
安
講
の
終し
ま
い
講
を
行
っ
た
。
こ
の
峯

組
の
子
安
講
の
掛
軸
は
市
内
の
ほ
か
の
子
安
講
の
掛
軸
と
は
異
な
り
、「
甲
斐

国
二
十
七
番
」
と
記
さ
れ
た
如に

ょ

意い

輪り
ん

観か
ん

世ぜ

音お
ん

の
姿
で
あ
っ
た
（
写
真
１−

５
）。

こ
れ
は
、
山
梨
県
南
巨
摩
郡
下し
も
部べ

町
瀬
戸
（
現
身
延
町
）
の
曹
洞
宗
龍り
ゅ
う

湖こ

山さ
ん
方ほ
う

外が
い
院い
ん
と
い
う
寺
の
本
尊
の
絵
で
、
当
寺
は
甲
斐
国
観
音
巡
礼
の
第
二
十
七
番
札

所
、
甲
斐
国
百
八
霊
場
九
十
八
番
札
所
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
如
意
輪
観
世
音

は
子
授
け
の
御ご

利り

益や
く
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
御
開
帳
の
三
月
一
八
日
に
は
全
国
か

ら
子
宝
を
願
う
女
性
が
訪
れ
た
と
い
う
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
市
域
で
も
山
梨
県
境
に
近
い
北
部
で
は
、
大
正
か
ら
昭

和
初
め
生
ま
れ
の
女
性
の
中
に
は
山
梨
県
か
ら
嫁
入
り
し
た
人
が
い
た
。
峰
組

の
子
安
講
の
掛
軸
も
、
そ
の
よ
う
な
女
性
が
出
身
地
の
子
安
信
仰
を
持
ち
込
ん

で
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
最
も
有
名
な
杉
田
の
子
安
さ
ん
（
杉
田

子
安
神
社
）
も
川
口
村
（
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
）
で
湖
に
入
水
し

た
「
や
す
」
の
御み

霊た
ま
を
祀ま
つ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
山
梨
県
で
は
、
甲
府
盆
地
を

中
心
と
し
た
国
中
と
富
士
川
流
域
の
河
内
、
富
士
五
湖
を
中
心
と
し
た
南
北
都

留
郡
の
郡
内
、
と
い
う
大
き
く
二
つ
の
民
俗
文
化
圏
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
中
道
往
還
に
沿
っ
た
市
域
の
北
部
で
は
国
中
・
河
内
の
子
安
信
仰
が
、
市

域
の
東
部
で
は
郡
内
の
子
安
信
仰
が
根
付
い
た
の
で
あ
る
。
同
じ
山
梨
県
か
ら

の
子
安
信
仰
の
伝で
ん
播ぱ

で
あ
り
な
が
ら
、
市
内
で
も
地
域
性
が
見
ら
れ
る
興
味
深

い
事
例
だ
と
い
え
る
。

写真 1-4　繭玉（猪之頭）

写真 1-5　子安講の掛軸
　　　　　（北山峯組）



第
二
章  

富
士
宮
の
民
俗

　
　
　
　の
特
徴

8

第
二
章

富
士
宮
の
民
俗
の
特
徴

富
士
宮
の
歴
史
に
み
る
民
俗

　
本
書
『
富
士
宮
の
歴
史 

民
俗
編
』
は
、
富
士
宮
の
現
在
の
生
活
文
化
を
す

べ
て
網
羅
し
て
記
述
し
て
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
）

に
旧
富
士
宮
市
と
旧
芝
川
町
が
合
併
し
、
市
域
が
広
く
な
り
市
民
の
交
流
も
多

種
多
様
に
な
っ
た
。
ま
た
本
書
は
聞
き
書
き
調
査
以
外
の
方
法
と
し
て
、
文

献
資
料
や
か
つ
て
の
民
俗
調
査
資
料
も
活
用
し
て
い
る
。
近
世
の
日
記
や
地
誌

に
も
民
俗
的
な
事
象
が
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
近
世
後
期
に
編
さ

ん
さ
れ
た
駿
河
の
主
な
地
誌
類
は
、『
駿
河
記
』・『
新
編
駿
河
国
新
風
土
記
』・

『
駿す
ん
国こ
く
雑ざ
っ
志し

』・『
駿
河
志し

料り
ょ
う

』
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、『
駿
国
雑
志
』
巻
之

十
五
は
駿
河
国
の
年
中
行
事
を
詳
細
に
記
録
し
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

（
阿
部　
一
九
七
六
）。

　
『
駿
国
雑
志
』
は
、
天て
ん

保ぽ
う

一
四
年
（
一
八
四
三
）
に
幕
臣
阿
部
正
信
に
よ
っ

て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
巻
之
十
五
に
は
、
主
に
駿
府
城
下
の
武
士
や
町

人
、
近
郷
近
在
の
年
中
行
事
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
駿
河
国
の
中
で
も
現
在
の

富
士
宮
市
域
で
あ
る
富
士
郡
と
庵い

原は
ら
郡
の
記
述
は
少
な
い
。
し
か
し
、
駿
府
に

は
富
士
本
宮
浅
間
神
社
（
現
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
）
の
新
宮
（
現
静
岡
浅
間

神
社
）
が
祀ま
つ
ら
れ
て
お
り
、
本
宮
と
新
宮
の
祭
り
に
は
社
家
や
別
当
寺
の
僧
侶

が
互
い
に
往
来
す
る
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
本
宮
の
祭
礼
に
比
べ
て
、『
駿

国
雑
志
』
の
富
士
郡
と
庵
原
郡
の
在
野
の
祭
礼
の
記
述
は
極
端
に
少
な
い
が
、

六
月
の
富
士
山
参さ
ん
詣け
い
（
盆ぼ
ん
山や
ま
）
と
七
月
の
沼ぬ
ま
窪く
ぼ
（
現
沼
久
保
）
の
投
げ
松
明
お

よ
び
河か
わ
灌か
ん
頂じ
ょ
う

、
百ひ
ゃ
く

八は
っ
灯と
う
に
つ
い
て
は
、
阿
部
正
信
本
人
が
調
査
し
記
録
し
た
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
現
在
、
富
士
山
は
静
岡
県
側
で
七
月
一
〇
日
（
山

梨
県
側
は
七
月
一
日
）に
山
開
き
、両
県
と
も
九
月
一
〇
日
に
山
仕
舞
い
と
な
っ

て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
旧
暦
六
月
朔つ

い
日た
ち
が
山
開
き
で
あ
っ
た
が
、
明
治
の
改

暦
以
降
は
一
月
遅
れ
の
新
暦
七
月
一
日
に
山
開
き
を
行
っ
て
き
た
。『
駿
国
雑

志
』
に
は
七
月
の
盂う

蘭ら

盆ぼ
ん
会え

に
登
る
者
が
多
い
こ
と
か
ら
「
盆
山
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
る
と
あ
り
、
現
在
で
も
八
月
盆
中
の
登
山
者
が
最
も
多
く
、
盆
を
過
ぎ

れ
ば
登
山
者
が
激
減
す
る
。

　
沼
久
保
で
は
夏
祭
り
と
し
て
、
八
月
一
五
日
に
投
げ
松
明
と
川か
わ
灌か
ん
頂じ
ょ
う

、
灯
籠

流
し
、
花
火
大
会
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
に
中
断
し
、
そ
の
後
令
和
七

年
現
在
行
わ
れ
て
い
な
い
。『
駿
国
雑
志
』
に
は
、こ
の
投
げ
松
明
（「
投
炬
火
」

と
記
載
）
の
製
作
方
法
と
行
事
の
様
子
が
生
き
生
き
と
記
さ
れ
、
点
火
し
た
と

き
に
人
々
が
鬨と
き

の
声
を
上
げ
る
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
川
灌
頂
（「
河

灌
頂
」）
と
百
八
灯
（「
百
八
の
供
養
」）
は
富
士
川
の
溺
死
者
の
供
養
を
す
る

た
め
の
施せ

餓が

鬼き

だ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
行
事
は
僧
家
が
関
わ
ら
ず
沼

久
保
の
舟
場
の
人
々
が
行
う
も
の
だ
と
あ
る
。
な
お
、『
駿
国
雑
志
』
に
は
投

げ
松
明
は
遊
び
だ
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
富
士
川
流
域
で
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
た
盆
の
先
祖
供
養
で
あ
る
。
一
方
、
河
灌
頂
や
百
八
灯
は
富
士

川
の
水
死
者
供
養
で
あ
る
。

　
沼
久
保
で
は
中
絶
し
て
い
る
が
、
内う
つ
房ぶ
さ
の
尾お

崎さ
き
で
は
現
在
も
川
灌
頂
が
行
わ

れ
て
い
る
。
富
士
川
は
日
本
三
大
急
流
の
一
つ
で
あ
り
な
が
ら
、
川
の
上
下
流

を
結
ぶ
舟
運
や
両
岸
を
渡
船
で
つ
な
ぐ
交
通
が
盛
ん
で
あ
り
、
難
所
が
多
い
う

え
に
増
水
に
よ
っ
て
舟
か
ら
落
ち
て
溺
死
す
る
者
が
絶
え
な
か
っ
た
。
流
域
で

は
、
盆
の
期
間
に
そ
の
一
年
の
間
に
富
士
川
で
命
を
落
し
た
人
た
ち
の
供
養
を
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行
う
こ
と
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
石
造
物
に
も
そ
の
痕
跡
が
あ
り
、
近
世

の
資
料
に
通
じ
る
貴
重
な
民
俗
行
事
と
い
え
る
（
写
真
２−

１
）。

　
　
　
　
　

民
俗
調
査
の
方
法
と
本
書
の
構
成

　
本
書
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
地
域
区
分
を
設
定
し
た
。
市
域
は
広
大

な
面
積
を
有
し
、
自
然
環
境
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
自
然

環
境
に
よ
る
民
俗
の
特
徴
を
見
い
だ
そ
う
と
考
え
、
集
中
調
査
を
行
う
村
落
を

三
カ
所
選
定
し
た
。
一
カ
所
は
北
部
の
猪い

之の

頭か
し
ら

で
あ
る
。
猪
之
頭
は
芝
川
の
水

源
と
も
な
っ
て
い
る
湧
水
群
が
あ
り
、
西
に
西
山
と
呼
ば
れ
る
天
子
山
地
が
そ

び
え
る
山
梨
県
境
に
接
し
た
地
域
で
あ
る
。
ま
た
一
カ
所
は
南
東
部
に
位
置
す

る
杉
田
で
あ
る
。杉
田
は
富
士
山
が
形
成
し
た
な
だ
ら
か
な
傾
斜
地
に
立
地
し
、

畑
作
中
心
の
地
域
で
あ
る
。
最
後
の
一
カ
所
は
内
房
で
あ
る
。
内
房
は
旧
芝
川

町
に
属
し
、
富
士
川
右
岸
に
立
地
し
て
山
間
地
で
の
生
業
が
顕
著
な
地
域
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
こ
の
三
村
落
だ
け
で
富
士
宮
の
民
俗
の
全
容
を
語
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
特
に
大
宮
の
ま
ち
は
富
士
宮
市
の
社
会
・
経
済
の
中
心
地
で
あ
り
、

一
一
月
に
は
浅
間
大
社
の
例
祭
に
合
わ
せ
た
富
士
宮
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る
。

浅
間
大
社
と
大
宮
の
ま
ち
は
町
の
民
俗
と
し
て
扱
っ
た
。
さ
ら
に
、
ほ
か
の
村

落
に
も
祭
り
や
行
事
の
参
観
調
査
、
生
活
や
生
業
の
聞
き
書
き
調
査
を
行
い
、

可
能
な
限
り
の
資
料
を
収
集
し
た
。

　
次
に
地
名
表
記
に
つ
い
て
述
べ
る
。
現
在
、
富
士
宮
市
の
行
政
が
使
用
す
る

区
分
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
市
民
が
行
政
区
分
の
単
位
で
日
常
生
活
を
送
っ
て

い
る
（
表
２−

１
）。
し
か
し
、
江
戸
時
代
の
村
落
や
集
落
に
は
名
称
が
あ
り
、

○
○
区
○
班
と
い
う
単
位
で
暮
ら
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
祭
り

や
行
事
に
よ
っ
て
は
、
執
行
し
て
い
る
村
落
や
集
落
の
単
位
で
表
記
す
る
こ
と

と
し
た
。
た
だ
し
、
区
単
位
の
行
事
も
少
な
く
な
い
た
め
、
そ
の
際
に
は
行
政

区
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。

　
本
書
の
構
成
と
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

写真 2-1　長貫橋場の船中安全題目塔
　　　　　（1994 年撮影）
　　　　　　※現在はありません。

民俗区分 明治 22年
発足時の町村 現在の地区

中部
大宮町

大宮東

大宮中

大宮西

大富士

富丘村 富丘

南東部 富士根村
富士根南

富士根北

北部

上野村 上野

北山村 北山

上井出村 上井出

白糸村 白糸

南西部

芝富村

芝川柚野村

内房村

表 2−1　富士宮市域の民俗区分と行政区分
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〈
第
一
編
　
暮
ら
し
の
な
か
の
民
俗
〉

　
本
編
は
、
日
常
生
活
を
中
心
に
記
述
し
た
。

　
自
然
環
境
に
見
合
っ
た
生
産
・
生せ
い
業ぎ
ょ
う

で
は
、
北
部
の
酪
農
と
稲
作
、
南
東
部

の
畑
作
、
南
西
部
の
山
仕
事
に
つ
い
て
詳
述
し
た
。

　
社
会
環
境
と
民
俗
で
は
、
市
民
が
所
属
す
る
社
会
組
織
を
中
心
に
、
共
有
財

産
と
共
同
作
業
・
同
族
・
青
年
団
・
講
な
ど
具
体
例
を
示
し
な
が
ら
記
述
し
た
。

　
民
具
か
ら
み
る
暮
ら
し
で
は
、
図
版
と
写
真
を
多
用
し
て
衣
食
住
生
活
と
機

械
化
以
前
の
稲
作
に
つ
い
て
解
説
し
た
。ま
た
酒
蔵
の
酒
造
用
具
に
つ
い
て
も
、

図
版
と
共
に
酒
造
の
工
程
を
記
述
し
た
。

〈
第
二
編
　
人
生
の
節
目
と
一
年
の
祭
り
〉

　
本
編
で
は
、
民
俗
学
で
は
ハ
レ
と
定
義
す
る
特
別
な
日
の
儀
礼
や
祭
礼
の
ほ

か
、
昔
話
や
伝
説
な
ど
の
口
頭
伝
承
を
ま
と
め
た
。

　
人
の
一
生
と
儀
礼
で
は
、
人
が
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
の
節
目
の
儀
礼
と

墓
地
に
つ
い
て
、
市
民
の
経
験
談
を
中
心
に
記
述
し
た
。

　
祭
り
と
信
仰
で
は
、
各
地
の
祭
り
や
行
事
を
紹
介
し
た
。
特
に
、
小
正
月
に

行
わ
れ
る
ど
ん
ど
焼
き
と
盆
の
川
供
養
に
つ
い
て
確
認
で
き
た
も
の
を
中
心
に

記
述
し
た
。

　
口
承
文
芸
で
は
、
昔
話
・
伝
説
の
ほ
か
、
方
言
や
富
士
宮
で
制
作
さ
れ
た
民

謡
に
つ
い
て
、
で
き
る
限
り
多
く
の
事
例
を
紹
介
し
た
。

〈
第
三
編
　
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
と
大
宮
の
ま
ち
〉

　
富
士
宮
市
の
中
心
で
あ
る
「
大
宮
」
は
、
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
の
門
前
町

に
由
来
す
る
。
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
に
成
立
し
た
大
宮
町
は
、
大
宮
に

黒
田
・
山
本
・
貫ぬ
く
戸ど

・
星ほ
し
山や
ま
・
沼
久
保
・
安あ

居ご

山や
ま
の
六
カ
村
を
合
わ
せ
た
地
域

と
な
っ
て
い
た
。

　
本
書
で
は
、
農
山
村
部
の
民
俗
と
町
部
の
民
俗
を
分
け
、
本
編
で
大
宮
の
ま

ち
の
歴
史
と
祭
り
に
つ
い
て
記
述
し
た
。
な
お
、「
ま
ち
」
の
表
記
は
、
旧
大

宮
町
の
「
町
」
で
は
な
く
、
浅
間
大
社
を
中
心
に
広
が
る
一
大
商
圏
を
も
つ
地

域
と
し
て
の
「
ま
ち
」
を
意
味
し
て
い
る
。

　
富
士
宮
ま
つ
り
は
、
浅
間
大
社
の
例
祭
に
各
区
が
山だ

車し

・
屋
台
を
曳ひ

き
回
す

付つ
け
祭ま
つ
り

の
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
時
代
か
ら
の
記
録
は
あ
る
も
の
の
、
現
在
の
よ
う

に
二
〇
台
も
の
山
車
・
屋
台
が
そ
ろ
う
の
は
平
成
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
令

和
の
祭
り
の
様
子
と
全
山
車
・
屋
台
の
写
真
を
掲
載
し
た
。


